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本日の進め方

Ⅰ
県立高等学校改革基本計画及び
後期実施計画策定の経緯

Ⅱ 石川高校における現在の状況

Ⅲ 今後の方向性について
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Ⅰ 県立高等学校改革基本計画及び
後期実施計画策定の経緯
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少子化の進行（中学校卒業見込者数の減少）

出典：2017年（平成29年）までは福島県企画調整部統計課編各年度の「学校基本統計（学校基本調査報告書）」から作成。
2018年（平成30年）3月～2026年3月までは同調査における各学年の在籍者数をもとに作成。
2027年3月以降は同課提供「福島県の推計人口」（2017年4月1日現在）の各年齢別のデータをもとに作成。

2011年３月
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県立高等学校の小規模校化
1学年当たりの学級数で見た学校規模の比較（福島県・近隣10道県・全国）

出典・｢平成30年度全国公立高等学校第1学年定員等状況｣(富山県教育委員会調べ)をもとに作成。
分校を含む2018年度（平成30年度）都道府県立高等学校全日制課程の募集定員。近隣
10道県は、北海道、本県を除く東北5県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県。
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本県の高等学校教育を取り巻く様々な動き

〇 人口の減少・少子化のさらなる進行

〇 過疎化・高齢化

〇 高等学校教育を取り巻く状況の変化

〇 高等学校の小規模化

〇 生徒の学習ニーズの多様化

〇 東日本大震災と原子力災害からの復興・再生

本県をめぐる社会情勢の変化 高
等
学
校
改
革
が
必
要

（中学校卒業予定者が10年間で約5,300名減少）

（地域コミュニティの維持が課題）

（主権者教育の重要性、大学入学共通テストの導入）

（3学級規模以下の高校の増加）

（学ぶ意欲や目的意識、興味、関心、進路指導の多様化）

（本県の復興に携わりたいという思いの芽生え、福島イノベーション・コースト構想の推進）
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福島県学校教育審議会 2017年（平成29年度）答申

「社会の変化に対応した今後の県立高等学校の在り方について」

県立高等学校改革基本計画の策定 平成30年 5月

（令和元年度～令和10年度）10年間

県立高等学校改革前期実施計画（令和元年度～令和5年度）5年間

県立高等学校改革後期実施計画（令和6年度～令和10年度）5年間

県立高等学校改革計画「第一次まとめ」(平成9年)・「第二次まとめ」(平成11年)
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県立高等学校改革の基本方針

基本方針１ 社会の変化に的確に対応できる生き抜く力を育む

高等学校教育の推進

基本方針２ 多様な学習内容の確保及び教育の質の向上

基本方針３ 学校の再編整備・特色化による教育活動の魅力化

基本方針４ 過疎・中山間地域の学習機会の確保と教育環境の

向上

基本理念
「本県の未来を切り拓くチャレンジ精神を持った
人づくりを推進すること」

【４つの基本方針】
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基本方針３ 学校の再編整備・特色化による教育活動の魅力化より

県立学校の再編整備の考え方

○ 学ぶ意欲を引き出す望ましい学校規模
1学年4～6学級
1学年3学級以下の高等学校については、学校の魅力化を図りながら

都市部も含めて統合を推進

○ 望ましい学校規模への再編整備の推進
同一市町内や隣接する市町にある複数の学校のいずれかもしくは

双方の学校が望ましい学校規模を維持できない場合に統合を推進
望ましい学校規模の中で可能となる魅力化の推進
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○ 進路希望に応じた特色ある高等学校の配置

○ 社会の変化に対応した学科の適切な配置

○ きめ細かな指導が可能となる教育環境の整備

○ 学校の特色化と情報発信

６つの学校群

進学指導拠点校

進学指導重点校

キャリア指導推進校

地域協働推進校

職業教育推進校

定時制・通信制高校

生徒の学びのニーズや進路希望に応じた県立学校（全日制課程）の特色化

基本方針３ 学校の再編整備・特色化による教育活動の魅力化より
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○ 過疎・中山間地域の学習機会の確保

地理的条件や公共交通機関の状況等から統合により
近隣の高等学校への通学が極端に困難になる場合や地
元からの入学者の割合が著しく高い場合、１学級本校
化等の例外的措置を行う。

過疎・中山間地域の県立高等学校の例外的措置

基本方針4 過疎・中山間地域の学習機会の確保と教育環境の向上
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前期実施計画の進捗

• 再編整備等

•特色化・魅力化の取組状況
○単位制を5校に導入
○教育プログラムとしてのコース制を18校に導入
○コミュニティ・スクールを6校に導入
○地域コーディネーターを3校に配置
○統合校と1学年1学級規模の本校に優先的にICT機器を配置

学校名 実施年度 統合校名/再編等の方向性
（学科・学級数）

安積・御舘校 Ｒ２
募集停止

修明・鮫川校 Ｒ２

川俣 Ｒ２
１学級本校化猪苗代 Ｒ２

只見 Ｒ２
喜多方

Ｒ３ 喜多方
普通・５喜多方東

小名浜

Ｒ３

小名浜海星
普通・１
商業・１
水産・３いわき海星

学校名 実施年度 統合校名/再編等の方向性
（学科・学級数）

須賀川
Ｒ４ 須賀川創英館

普通・６長沼

大沼
Ｒ４ 会津西陵

普通・４坂下

湯本
Ｒ４ いわき湯本

普通・６遠野

相馬東
Ｒ４ 相馬総合

総合・５新地

保原（定時制）
Ｒ４ ふくしま新世

普通・１
福島中央

学校名 実施年度 統合校名/再編等の方向性
（学科・学級数）

梁川
Ｒ５ 伊達

普通・６保原
二本松工業

Ｒ５ 二本松実業
工業・３、家庭・１安達東

白河実業
Ｒ５ 白河実業

工業・５、商業・１塙工業

修明 Ｒ５
農業科の集約

文理･１、農業･３、
商業･１

耶麻農業
Ｒ５ 会津農林

農業・４会津農林
田島

Ｒ５ 南会津
総合・３南会津

11



さらなる少子化の進行
• 令和12年3月までの中学校卒業見込者数の推移（全県）

出典：令和３年３月は福島県企画調整部統計課編各年度の「学校基本統計（学校基本調査報告書）」から作成。

令和４年３月～令和12年３月までは同「学校基本統計（学校基本調査報告書）」における各学年の在籍者をもとに作

成。

後期実施計画の内容
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高等学校教育の質的向上に向けて

県立高校の特色化

○ STEAM教育などの教科横断型学習の充実
○ 特色ある学科の設置
○ 地域との連携の強化、探究的な授業の展開
○ 統合校における特色ある教育の推進
○ 新たな併設型中高一貫教育校の設置
○ 普通科におけるコース制（教育プログラム）の推進
○ 職業系専門学科の充実 定時制・通信制高校

職業教育推進校
地域協働推進校

キャリア指導推進校
進学指導重点校
進学指導拠点校

○ Society5.0の時代に必要な資質・能力を身につけた人材の育成
○「福島ならでは」の教育の充実

期待されるミッションや育て
たい生徒像を整理し
6つの学校群に位置づける

13



高等学校教育の質的向上に向けて

学校名
令和５年度の学科

1学年当たりの学級数
実施予定
年度

再編の方向性
（学科・学級数）

福島西
普通４

ﾃﾞｻﾞｲﾝ科学１
５

Ｒ９

探究(仮称)1

ﾃﾞｻﾞｲﾝ科学１

総合４

６

福島北 総合 ４

船引 普通 ３
Ｒ８ 総合 ４

小野 総合 ２

平商業 商業 ４
Ｒ８

商業４

情報１
５

四倉 普通 ２

いわき総合 総合 ５
Ｒ７ 総合 ６

好間 普通 ２

学校名
令和５年度の学科

1学年当たりの学級数
実施予定
年度

方向性

石川 普通 ２ Ｒ６ 普通 １

後期実施計画期間中の再編整備 １学級本校化

14



Ⅱ 石川高校における現在の状況
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石川高校入学状況（平成24年度～令和4年度）

学科名＼年度 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4

普
通
科

募集定員 120 80

入学者数 102 92 107 71 76 73 71 59 75 58 53

充足率
（％）

85.0 76.7 89.2 88.8 95.0 91.3 88.8 73.8 93.8 72.5 66.3
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石川高校の主な出身中学校の在籍者数と割合

中学校名 R元 R２ R３ R4
過去４年間の
平均 (人）

石川中 68 74 74 68 71.0

玉川中（泉中・須釜中） 26 29 27 27 27.3

ひらた清風中 23 16 15 14 17.0

浅川中 3 6 8 9 6.5

古殿中 27 26 23 26 25.5

石川郡以外の中学校 50 50 39 36 43.8

全生徒数 197 201 186 180 191

全生徒数に占める石川中からの生徒の
割合（％） 34.5 36.8 39.8 37.8 37.2

全生徒数に占める石川郡の
生徒の割合（％） 74.6 75.1 79.0 80.0 77.2

各年度学校要覧より
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石川高等学校の概要

（１） 教育課程①
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石川高等学校の概要

（２） 「いしかわWORK＆LIFE教育」
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人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

国公立大学 1 1.5 0 0.0 0 0.0 1 0.5%

私立大学 5 7.4 7 10.4 4 7.4 16 8.5%

私立短期大学 3 4.4 1 1.5 2 3.7 6 3.2%

専門学校 18 26.5 18 26.9 15 27.8 51 27.0%

小計 27 39.7 26 38.8 21 38.9 74 39.2%

県内 37 54.4 38 56.7 29 53.7 104 55.0%

県外 4 5.9 3 4.5 4 7.4 11 5.8%

　　　（公務員） (3) (4.4) 0.0 (1) (1.9) 0 0.0%

小計 41 60.3 41 60.3 33 48.5 115 60.8%

0 0.0 1 1.5 1 1.9 2 1.1%

68 100.0 67 100.0 54 100.0 189 100.0%

R4年度学校要覧等より

進

学

合計

令和３年度令和元年度 令和２年度
進路先

3ヵ年の

合計人数

3カ年の

平均割合

就

職

その他

石川高等学校の概要

（３） 進路状況（過去３か年）①
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○ 過去３か年の進学先（大学・短大・専門学校）

いわき短期大学、郡山女子大学短期大学部、川口短期大学
福島学院大学短期大学部、仙台青葉学院短期大学

福島大学、医療創生大学、郡山女子大学、東日本国際大学、
流通経済大学、十文字学園女子大学、尚絅学院大学、
聖徳大学、東北福祉大学、日本大学、福島学院大学

白河厚生総合病院付属高等看護学院、郡山健康科学専門学校
国際医療看護福祉大学校、しらかわ介護福祉専門学校、
福島県立テクノアカデミー郡山、国際情報工科自動車大学校 他

石川高等学校の概要

（３） 進路状況（過去３か年）②
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○過去３か年の就職先（公務員、一般企業他）

（株）八幡屋、（株）お菓子のさかい、水谷工業（株）
白河信用金庫、住友ゴム工業（株）白河工場
ニプロファーマ（株）鏡石工場、日本精工（株）福島工場 他

玉川村役場、自衛官候補生、自衛隊一般曹補生

石川高等学校の概要

（３） 進路状況（過去３か年）③
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石川高等学校の概要

（４） 部活動
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Ⅲ 今後の方向性について
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(1) 石川高校について

地元からの入学者の割合が著しく高い

普通科の1学級本校化
地域協働推進校

コミュニティ・スクールの実施

前期実施計画における
過疎・中山間地域の学習機会確保のための例外的措置

地域における
幅広い学びの確保

福島県教育委員会の方針

令和６年４月より
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(２) 石川高校の方向性

１学級本校化後の石川高校のイメージ図

〇 地域と協働した学校づくりの推進による教育活動の充実
〇 生徒の進路希望に対応したキャリア教育の実践
〇 地域創生の核となる人材の育成

地域協働推進校

● コミュニティ・スクールの導入
地域の声を学校運営に反映させ、地域との協働による教育活動の一層

の推進を図る。
● いしかわWORK＆LIFE教育（平成28年度～）

石川高校と石川町と地元事業者が一体となって、地域ぐるみで生徒の
「キャリア」を育成するシステム
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コミュニティ・スクール①

「学校運営協議会」を設置している学校のことで、学校運営や学校の課題に対して、広く保
護者や地域住民の皆さんが参画できる仕組み。当事者として、子どもたちの教育に対する
課題や目標を共有することで、学校を支援する取組が充実することが可能となります。

文部科学省ＨＰより
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コミュニティ・スクール② 「学校運営協議会」設置の手引き （令和元年改訂版）より
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「
広
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い
し
か
わ
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月
号
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よ
り
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発
行

）
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「
広
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い
し
か
わ
７
月
号
」
よ
り

（
令
和
４
年
７
月
１
日
発
行

）
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１学級本校化に向けて検討する特色化の例

個に応じた
丁寧な学習及び

進路指導

「キャリアチャレンジ」

石川高校ならでは

の地域資源を活用

した取組の推進

「いしかわＷＯＲＫ＆ＬＩＦＥ教育」の充実

地域課題探究活動
の充実

近隣小中学校との
交流及び連携
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１学級本校化にあたって…

○ 学校の更なる魅力化が必要

○ 学校と地域との更なる連携が必要

石川高等学校が、より魅力ある学校となるように
地域の皆様と協議をしてまいりたいと思います。
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改革懇談会後～１学級本校化への動き

○ 県立高等学校革懇談会（本日）
・１学級本校化についての説明
・御意見の聴取（1学級本校化について／学校の魅力化について）

○ 学校の魅力化に向けた取組の推進
○ コミュニティ・スクール設置に向けた準備 他

募集定員（４０名）を公表（予定）

Ｒ４年
７月

８月
以降

１学年１学級本校化 、コミュニティ・スクールの実施

Ｒ５年
10月

Ｒ６年
４月 33


